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【論文審査の要旨】 










 第 1 章から第 3 章においては，論文の概要，先行研究と関連研究，そして本研究におけ
るデジタルアーカイブの制作手法・評価手法の概要について述べられている。 



























 第 10 章では，ワークショップを開催し，デジタルアーカイブによる学習効果の検証実験
を行なっている。筆者はその結果から，制作したアーカイブは，知識を得て学んだ情報を共
有するメディアとしての機能を備えており，持続可能な災害リスク軽減と，災害情報の社会
に向けた伝達に貢献することが示されたと結論している。 
 各章の結果より，筆者が制作したデジタルアーカイブには，過去の災害に関する情報を
人々に伝える効果があり，コミュニティ形成の試みも，社会から一定の評価を得ていること
が示されている。本研究の成果は，過去の災害に関するローカルな知識が，グローバルな災
害リスクを軽減するための貴重な教訓となることを示唆しており，激甚災害が多発しつつ
ある今後の社会にとって，特に有用なものであると考えられる。よって，博士（学術）の学
位を授与するに十分な価値があると認められる． 
 （最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い，最終試験を行った．公開の席上で論文発表を行い，学内外から
多数の出席者を得て多角的な討論を行った．また，論文審査委員により本論文及び関連
分野に関する試問を行った．これらの結果を総合的に審査した結果，専門科目について
も十分な学力があるものと認め，合格と判定した． 
